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第 63 回放送番組審議会 議事録 ２０２６年５月 

 
開催日 2026 年 5 月 20 日（水）10：00～11：30 

場所 鈴鹿医療科学大学 白子キャンパス １号館７階 

出席者 委員長 鈴鹿医療科学大学 理事長 髙木 純一 氏 
副委員長 【新 鈴鹿市教育長  廣田 隆延 氏  

委員 【新】鈴鹿商工会議所 専務理事 

   高橋 成幸 氏 

鈴鹿市 政策経営部 

 部長 中村 昭宏 氏 

鈴鹿大学 教授 

川又 俊則 氏 

災害ボランティアネットワーク鈴鹿  

理事長 南部 美智代 氏 

一般社団法人鈴鹿市観光協会 

専務理事 岡本 隆典 氏 

鈴鹿工業高等専門学校  

副校長 下古谷 博司 氏 

ＣＮＳ 代表取締役社長  

家田 孝 

地域情報部 部長  

藤生 とも子 

販売管理部 部長 

大野 宏幸 

地域情報部 情報発信課 課長  

金澤 昌弘 

地域情報部 情報発信課 課長 

久志本 和彦 

地域情報部 情報発信課 リーダー  

弓矢 修平 （書記） 

内容 社長挨拶 

 

放送番組審議会委員長挨拶 

 

新副委員長就任報告及び挨拶 

 

新委員挨拶 

 

 

報告事項 

１． ＣＮＳの近況 

 

２．前回の審議会の要望事項に対して 

 

３．２０２５年度下半期の放送実績について 

 

４．２０２６年度上半期の取り組みについて 

 

 

５.審議 

 ■番組審議 

１-１．新番組「シネマな街」 ４月１６日放送開始 「伊勢鉄道」「長太の大楠」 （５分×２本） 

１-２．「ケーブルＮｅｗｓ」 【リポート】伊勢型紙 鈴鹿小紋デザインコンテスト（約７分） 

１-３．「ケーブルＮｅｗｓ」 【リポート】天名小学校の絆は永遠 閉校記念行事 （約６分） 
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＝議 事＝                                         (敬省略) 

■社長挨拶（家田社長） 

忌憚のないご意見をよろしくお願いします。 

 

■委員長挨拶（髙木 委員長） 

忌憚のないご意見を、皆様のご協力をよろしくお願いします。 

 

■新副委員長就任報告及び挨拶 

鈴鹿市教育長  廣田 隆延 氏  

 

・この度、副委員長という大役を仰せつかった。 

皆さんと協力しながら審議会を続けて行きたい。 

 

■新委員挨拶 

鈴鹿商工会議所 専務理事 髙橋 成幸 氏 

 

・歴史ある放送番組審議会に参加できて名誉に思う。 

日ごろＣＮＳに対しては、地域に密着した放送を実施してもらっていることに敬意を表したい。 

経済や産業の視点から、鈴鹿の町がより元気になる番組作りに貢献していきたい。 

 

■報告事項-１—１【ＣＮＳの近況】 ※事項書 p2 参照 

※事項書 p2 参照 

 

■報告事項-１-２【その他】 ※事項書 p2 参照 

 

◆CNS コネクト（WiFi、ライブ配信、自社番組の配信、情報カメラ）について 

 

◆安心カメラ 設置件数 

 

◆データ放送ラジオ ３月２４日サービス開始 

 

 

■報告事項２【前回の審議会での要望事項に対して】 ※事項書 p3-5 参照 

 

① ケーブルNews 【リポート】鈴鹿市で初 御樋代木を盛大に歓迎（約５分） 

 

② ケーブル News 【リポート】鈴鹿市 彌都加伎神社「世界に一つ」が大人気（約５分） 

 

③ ケーブル News 【リポート】主体的な学びとは？変わる学校教育（約５分３０秒） 

 

■報告事項３【2025 年度下半期の放送実績について】p6-8 

 

※事項書「2025 年度下半期の放送実績について」を参照 

 

■報告事項４【2026 年度上期の取り組みについて】p9-10 

 

※事項書「2026 年度上半期の取り組みについて」を参照 
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■審議【視聴番組に対するご意見】 

１-１．新番組「シネマな街」 ４月１６日放送開始 「伊勢鉄道」「長太の大楠」 （５分×２本） 

主なご意見 

 

・全体の印象は BGM も含めて非常によいと感じた。 

・レトロな印象的なカットも多くて良かった。 

・鈴鹿駅は高い場所にある印象ですが、駅全体を引きで撮った映像があった方がよかった。  

・構図も見やすく、ノスタルジックな印象。 

・人の会話が全くないので映像だけでひきつける大変さを感じた。 

・BGM や電車の音、風の音など、日常の風景を身近に感じられた。映画風で面白かった。 

・あえて多くを説明せず、映画のような表現方法で、視聴者の想像力を掻き立てる手法がよかった。 

・光、質感にこだわった、タイトル（シネマ）にふさわしいクオリティ。 

・アングルの工夫を感じる。 

・視聴者が訪れてみたくなる、観光面でもいい番組だった。 

・人を含んだ映像は欠かせないと思う。 

・哀愁の漂う映像だったが、目的をしっかり定めてストーリーを立ててほしい。 

・夕暮れで暗い。セピアな感じがする。暗いイメージがある。 

・テロップで情報を追加しないと理解できない。暗い印象で終わって誤解されている。 

 

 

 

 

１-２．「ケーブルＮｅｗｓ」 【リポート】伊勢型紙 鈴鹿小紋デザインコンテスト（約７分） 

主なご意見 

 

・伊勢型紙に興味を持っている人が多いことが印象的だった。 

・伝統の継承に多くの方がかかわっていることが映像から伝わった。 

・昔は職人が多かったが減少している。そんな中で、今の職人が映像に映ったことがよかった。 

・伊勢型紙のいろんな出来事を、番組として今後もスポットを当ててほしいと思った。 

・単なる記録映像ではなく、いかに次世代につなげるかを表現していた。 

・視聴者が身近な伝統工芸に興味を持つ構成になっていた。 

・番組自体が地域の産業振興を支える内容になっていた。 

・受賞したデザインが今後に生きている様子を、続報として取材してほしい 

・イベントが一過性のものではなく、生きた産業になっていることを追いかけてほしい 

・情報がコンパクトに収められていた。 

・若手の型彫り師のインタビュー内容についてのバックボーンや補足が足りなかった。 

・一般の人のコメントがもっと欲しかった。 

・小紋デザインは作るのが非常に難しい。その難しさがもっと分かる表現をしてもらえるとよかった。 

・地域の伝統工芸を盛り上げるような企画でよかった。 

・応募者が多く、盛り上がっていて、それをテレビで放送する意義は大きい。 

・型紙職人の現状をもっと伝えるべき。 
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１-３．「ケーブルＮｅｗｓ」 【リポート】天名小学校の絆は永遠 閉校記念行事 （約６分） 

主なご意見 

 

・チャイムの音から始まって、給食、イベント、校歌を歌うまでの流れがよかった。 

・涙雨のカットが印象的だった。 

・最後の黒板（ありがとうの寄せ書き）のカットもよかった。 

・校長先生のコメントに合わせてブランコ等の映像が入るのもよかった。 

・小規模校が閉校する大きな転換期。子どもの数が激減して、運営も厳しい中で、複雑な思いがする。 

それでも小学校の存在に感謝する市民の姿に安心した。 

・天名小学校の 150 年の歴史の重みを感じた。 

・子どもたちの笑顔が印象的だった。 

・学校がなくなる喪失感に対して、絆は永遠ということを丁寧に表現されていた。 

・単なる教育施設ではなく、学校がなくなった後も続く地域コミュニティの強さを感じた。 

・統合後の新しい学校環境でどのように続いているのか取材してみてほしい。 

・５分３０秒の中で、閉校記念行事がよくまとめられていた。 

・いろんな世代のインタビューがよかった。 

・なぜ 3 校統合なのか。閉校に至る経緯や背景、歴史を伝えきれていない。 

・視聴者の知りたい情報を発信する観点で作ってほしい。 

・関係者として、今回の閉校は心苦しかった。地域のテレビ局が閉校する小学校をしっかり取り上げてくれて 

うれしい。 

 

 

 

 

 

以上 


